
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

月例調査レポート

賑やかになりすぎた軽井沢を離れ、静かな避暑地を捜していた外国人宣教師が芙蓉湖
（野尻湖）の湖畔に別荘地を拓いたのは大正10年のこと。
森に囲まれた美しい湖が、彼の祖国カナダの風景と似ていたからでした。
100年の歳月が流れ、野尻湖は日本三大外国人避暑地のひとつとなりました。誰もが輪
唱したことのある「静かな湖畔」という詞も、ここ野尻湖が舞台となっているそうです。

野尻湖
静かな湖畔の
森のかげから♪

にぎ ふ  よう こ

ひら

りん

しょう

■ 長野しんきん景況調査レポート
■ 企業アンケート 新型コロナウイルス感染症の影響 Ⅳ ②
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃  江戸時代の風景 （84）善光寺の東方
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※「無回答」（全産業1.8％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える
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　「今年度の採用」に及ぼした影響　「影響なし｣は
７割弱ですが、「新規採用を見送った」や「採用を
減らした」反面、「採用を増やした」もあり、３割
弱（27％）の企業が何らかの対応をしています。
　ビジネスの将来に関する懸念　「市場の衰退や
変動」を懸念する企業が最も多く、以下、「収益性
の低下」「人材や人手不足」「将来的な資金不足」の
順となっています。

　新型コロナ感染症が「今年度の採用に及ぼした
影響｣を聞きました。
　「影響なし」は７割弱（68％）ですが、「新規採用
を見送った」（10％）と「採用を減らした」（２％）の
反面、「採用を増やした」（７％）もあって、３割弱
の企業が何らかの対応を実施しています。

　従業員規模で比べると、30人未満は「影響なし」
が30人以上より12㌽高く、30人以上は「採用を増
やした」（15％）が11㌽、「採用を減らした」（７％）
が７㌽、それぞれ30人未満より高くなっています。

　製造業　「影響なし」（66％）は平均よりやや低い
のですが、「新規採用を見送った」（12％）は平均よ
りやや高くなっています。
　建設業　「影響なし」（81％）は他業種に比べて最
も高いのですが、他の３項目は他業種に比べて最
も低くなりました。
　卸小売業　「影響なし」（77％）は建設業に次いで
高く、「採用を増やした」（５％）と｢採用を減らし
た」（０％）は建設業とともに他業種に比べて最も
低くなっています。
　サービス業　「新規採用を見送った」（17％）、「採

用を増やした」（14％）、「採用を減らした」（５％）
は他業種に比べて最も高く、他方｢影響なし」（43
％）は他業種に比べて最も低くなっています。

　「長引く新型コロナ禍において『ビジネスの将来』
の懸念材料は何か」を聞いたところ、６割の企業が
「市場の衰退や変動」（60％）を、５割近い企業が
「収益性の低下」（45％）を挙げました。次いで「人
材や人手不足」（31％）、「将来的な資金不足」（19
％）、「事業継承」（10％）が２ケタとなっています。
ほかに「異業種からの参入による競争激化」（７％）、
「デジタル化の遅れ」（６％）が１ケタとなりました。
　従業員規模で見ると、30人未満は「将来的な資
金不足」（17％）が９㌽低いほかは全体とほぼ同等
ですが、30人以上は「収益性の低下」（61％）が21
㌽、「デジタル化の遅れ」（13％）が９㌽、「人材や
人手不足」（35％）が５㌽、それぞれ高いほかは全
体とほぼ同等です。

　製造業　「特になし」（10％）が他業種に比べて最
も高く、他方「デジタル化の遅れ」（４％）が他業
種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「人材や人手不足」（45％）が他業種に比
べて最も高く、他方「市場の衰退や変動」（52％）、
「収益性の低下」（30％）、「将来的な資金不足」（６
％）、「事業継承」（６％）が他業種に比べて最も低
くなりました。
　卸小売業　「異業種からの参入による競争激化」
（12％）が他業種に比べて最も高く、他方「人材や
人手不足」（19％）が他業種に比べて最も低くなっ
ています。
　サービス業　「市場の衰退や変動」（69％）、「収
益性の低下」（55％）、「将来的な資金不足」（31％）、
「事業継承」（17％）、「デジタル化の遅れ」（12％）が
他業種に比べて最も高く、他方「異業種からの参
入による競争激化」（２％）、「特になし」（０％）が
他業種に比べて最も低くなりました。

◇次号は「新型コロナ対策で国や自治体の財政が
　　　　ひっ迫することによる影響」と「新型コロ
　　　　ナ対策として一番必要なもの」を予定
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全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

●新型コロナウイルスの感染で、
　「どんな対策を実施」しているか（％）

※「無回答」（全産業2.3％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える

●陽性者が発生した時の対応など、新型コロナに対応する「ＢＣＰ（業務継続計画）を策定」しているか（％）
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企業アンケート「新型コロナウイルス感染症」の影響 Ⅳ ②　 2021年6月調査

「影響なし」68％ ｢新規採用を見送った」10％ ｢採用を増やした｣ ７％ ｢採用を減らした｣ ２％ 

「市場の衰退や変動｣ 60％ ｢収益性の低下｣ 45％ ｢人材や人手不足｣ 31％ ｢将来的な資金不足｣ 19％｢事業継承｣ 10％

「今年度の採用」に及ぼした影響

「ビジネスの将来」に懸念すること

●新型コロナ感染症が「今年度の採用に及ぼした影響｣（％）
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●ビジネスの将来の「懸念材料」は何か（％）

｢影響なし｣ 　　　　　68％
｢新規採用を見送った｣ 10％
｢採用を増やした｣      7％
｢採用を減らした｣        2％
｢その他｣                  8％

新型コロナ感染症が
｢今年度の採用｣に及ぼした影響

業種別
製造業     ｢新規採用を見送った｣ 12％
建設業     ｢影響なし｣          　　81％
卸小売業  ｢影響なし｣          　　77％
サービス業 ｢新規採用を見送った｣ 17％
            ｢採用を増やした｣    　14％

新型コロナ禍において｢ビジネスの将来」の懸念材料           　　
｢市場の衰退や変動｣                   60％
｢収益性の低下｣                         45％
｢人材や人手不足｣                      31％
｢将来的な資金不足｣                   19％
｢事業継承｣                               10％
｢異業種からの参入による競争激化｣ 7％
｢デジタル化の遅れ｣                     6％
｢特になし｣                                 7％

業種別　　　　　　　　　
｢市場の衰退や変動｣…サービス 69％～建設 52％
｢収益性の低下｣………サービス 55％～建設 30％
｢人材や人手不足｣……建設 45％～卸小売 19％
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※「無回答」（全産業1.8％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える
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　「今年度の採用」に及ぼした影響　「影響なし｣は
７割弱ですが、「新規採用を見送った」や「採用を
減らした」反面、「採用を増やした」もあり、３割
弱（27％）の企業が何らかの対応をしています。
　ビジネスの将来に関する懸念　「市場の衰退や
変動」を懸念する企業が最も多く、以下、「収益性
の低下」「人材や人手不足」「将来的な資金不足」の
順となっています。

　新型コロナ感染症が「今年度の採用に及ぼした
影響｣を聞きました。
　「影響なし」は７割弱（68％）ですが、「新規採用
を見送った」（10％）と「採用を減らした」（２％）の
反面、「採用を増やした」（７％）もあって、３割弱
の企業が何らかの対応を実施しています。

　従業員規模で比べると、30人未満は「影響なし」
が30人以上より12㌽高く、30人以上は「採用を増
やした」（15％）が11㌽、「採用を減らした」（７％）
が７㌽、それぞれ30人未満より高くなっています。

　製造業　「影響なし」（66％）は平均よりやや低い
のですが、「新規採用を見送った」（12％）は平均よ
りやや高くなっています。
　建設業　「影響なし」（81％）は他業種に比べて最
も高いのですが、他の３項目は他業種に比べて最
も低くなりました。
　卸小売業　「影響なし」（77％）は建設業に次いで
高く、「採用を増やした」（５％）と｢採用を減らし
た」（０％）は建設業とともに他業種に比べて最も
低くなっています。
　サービス業　「新規採用を見送った」（17％）、「採

用を増やした」（14％）、「採用を減らした」（５％）
は他業種に比べて最も高く、他方｢影響なし」（43
％）は他業種に比べて最も低くなっています。

　「長引く新型コロナ禍において『ビジネスの将来』
の懸念材料は何か」を聞いたところ、６割の企業が
「市場の衰退や変動」（60％）を、５割近い企業が
「収益性の低下」（45％）を挙げました。次いで「人
材や人手不足」（31％）、「将来的な資金不足」（19
％）、「事業継承」（10％）が２ケタとなっています。
ほかに「異業種からの参入による競争激化」（７％）、
「デジタル化の遅れ」（６％）が１ケタとなりました。
　従業員規模で見ると、30人未満は「将来的な資
金不足」（17％）が９㌽低いほかは全体とほぼ同等
ですが、30人以上は「収益性の低下」（61％）が21
㌽、「デジタル化の遅れ」（13％）が９㌽、「人材や
人手不足」（35％）が５㌽、それぞれ高いほかは全
体とほぼ同等です。

　製造業　「特になし」（10％）が他業種に比べて最
も高く、他方「デジタル化の遅れ」（４％）が他業
種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「人材や人手不足」（45％）が他業種に比
べて最も高く、他方「市場の衰退や変動」（52％）、
「収益性の低下」（30％）、「将来的な資金不足」（６
％）、「事業継承」（６％）が他業種に比べて最も低
くなりました。
　卸小売業　「異業種からの参入による競争激化」
（12％）が他業種に比べて最も高く、他方「人材や
人手不足」（19％）が他業種に比べて最も低くなっ
ています。
　サービス業　「市場の衰退や変動」（69％）、「収
益性の低下」（55％）、「将来的な資金不足」（31％）、
「事業継承」（17％）、「デジタル化の遅れ」（12％）が
他業種に比べて最も高く、他方「異業種からの参
入による競争激化」（２％）、「特になし」（０％）が
他業種に比べて最も低くなりました。

◇次号は「新型コロナ対策で国や自治体の財政が
　　　　ひっ迫することによる影響」と「新型コロ
　　　　ナ対策として一番必要なもの」を予定
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全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

●新型コロナウイルスの感染で、
　「どんな対策を実施」しているか（％）

※「無回答」（全産業2.3％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える

●陽性者が発生した時の対応など、新型コロナに対応する「ＢＣＰ（業務継続計画）を策定」しているか（％）
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企業アンケート「新型コロナウイルス感染症」の影響 Ⅳ ②　 2021年6月調査

「影響なし」68％ ｢新規採用を見送った」10％ ｢採用を増やした｣ ７％ ｢採用を減らした｣ ２％ 

「市場の衰退や変動｣ 60％ ｢収益性の低下｣ 45％ ｢人材や人手不足｣ 31％ ｢将来的な資金不足｣ 19％｢事業継承｣ 10％

「今年度の採用」に及ぼした影響

「ビジネスの将来」に懸念すること

●新型コロナ感染症が「今年度の採用に及ぼした影響｣（％）
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●ビジネスの将来の「懸念材料」は何か（％）

｢影響なし｣ 　　　　　68％
｢新規採用を見送った｣ 10％
｢採用を増やした｣      7％
｢採用を減らした｣        2％
｢その他｣                  8％

新型コロナ感染症が
｢今年度の採用｣に及ぼした影響

業種別
製造業     ｢新規採用を見送った｣ 12％
建設業     ｢影響なし｣          　　81％
卸小売業  ｢影響なし｣          　　77％
サービス業 ｢新規採用を見送った｣ 17％
            ｢採用を増やした｣    　14％

新型コロナ禍において｢ビジネスの将来」の懸念材料           　　
｢市場の衰退や変動｣                   60％
｢収益性の低下｣                         45％
｢人材や人手不足｣                      31％
｢将来的な資金不足｣                   19％
｢事業継承｣                               10％
｢異業種からの参入による競争激化｣ 7％
｢デジタル化の遅れ｣                     6％
｢特になし｣                                 7％

業種別　　　　　　　　　
｢市場の衰退や変動｣…サービス 69％～建設 52％
｢収益性の低下｣………サービス 55％～建設 30％
｢人材や人手不足｣……建設 45％～卸小売 19％







　今年度は、江戸時代に善光寺門前で売られてい
た観光案内図「信州川中嶋古跡順道手引草之図」
を、少しずつ切り取って紹介します。

善光寺境内

　左側（西側）に建ち並んでいるのは、現在の釈迦
堂通りに沿った宿坊です。その中央に、釈迦涅槃
像を安置する世尊院の釈迦堂があります。
　現在は釈迦堂通りがありますが、昔は通りはあ
りません。仲見世一帯は、現在地に本堂ができる
以前に本堂があった場所で、堂庭と呼ばれる広場
になっていました。その西側と東側に宿坊が建ち
並んでいたのです。
　釈迦堂通りに沿った宿坊の南には、ここには見
えていませんが法然小路があって、やはり宿坊が
建ち並んでいます。そこにあるのが正信坊の「法

（84）善光寺の東方

然堂」です。浄土宗を開いた法然上人が、滞在し
た遺跡であるといいます。
東之門町
　釈迦堂通りや法然小路の東側には、「東之門町」
の通りがあります。その北の突き当りは、寛慶寺
（浄土宗）です。その南東（右下）にある「常念仏」と
書かれた堂は、常念仏堂と呼ばれた宝林院です。
ここは現在の城山小学校の場所で、常に念仏を唱
える「常念仏」が行われていました。
　寛慶寺を少し南に下った所に「アカノシミズ」が
あって、丸印が付けられています。これは弘法大
師ゆかりの垢ノ清水で、善光寺七清水の１つに数
えられていますが、現在はその跡もありません。
　「アカノシミズ」の道を隔てた東側には「芝居」と
書かれています。善光寺の堂庭には常に芝居小屋
があって、御開帳にはことに何軒もできたようで

す。しかしそれらは常設の
芝居小屋ではなく、仮設の
芝居小屋でした。「東之門町」
にも仮設の芝居小屋があっ
たのでしょう。
伊勢社
　「東之門町」の産土神は、
伊勢社です。この図では中
央の「大神宮」で、伊勢社を
表す神明造りの社殿が描か
れています。「コンヒラ社」
（金比羅社）は、その境内社
でしょう。
　長野付近は、中世から伊
勢の御師宇治家の檀家にな
っていました。宇治家は、
善光寺の現在の本堂ができ
る直前の元禄15年（1702）に、東之門町に土地を購
入して御旅屋（御師の宿泊所）を建て、その背後に
伊勢社（「大神宮」）をまつりました。これが東之門
町の伊勢社の始まりで、この図では通りに面して
「旅ヤ」（旅屋）も描かれています。
　この図では、「東之門町」と「伊勢町」の角にも「神
明宮」が描かれていて、「神」の字だけが見えていま
す。この神社も伊勢社で、現在はありませんが、
伊勢町の町名の起こりはこちらの伊勢社です。
北国街道に沿って（三輪）
　越後に通じる北国街道は、岩石町（「岩」だけが
見える）を北進して「伊勢町」に突き当たり、右折し
ます。ここが「新町」で、善光寺七橋の１つ、「ヨ
ドガハシ」（淀が橋）を渡ります。淀が橋は現在は
地名として知られていますが、本来は湯福川に架
かる橋の名です。
　北国街道はここから「横山」を通り、「三輪」村に
入ります。左手には「トキ丸ノツカ」が描かれてい
ます。これは善光寺七塚の１つ、時丸塚です。
　三輪時丸は、善光寺の由来を書いた善光寺縁起
に登場する人物です。時丸は死後閻魔大王の前に
引き出されましたが、母の胎内にいた時に善光寺
に参詣していたことが明らかになって、閻魔大王
は時丸を生き返らせました。その時丸の墓とされ
るのが、三輪８丁目の円通寺にある時丸塚です。
　近くには、時丸が開いたという時丸寺があり、

善光寺七寺の１つに数えられています。
　三輪には善光寺七社の「三輪神社」（美和神社）が
あり、三輪鳥居と呼ばれる独特の鳥居も描かれて
います。
北国街道に沿って（吉田）
　「三輪」を過ぎると「押鐘」があります。そこにあ
るのが、曹洞宗の「セイテン寺」（盛傳寺）です。街
道の右側にある「西恩寺」は、長沼の西厳寺（真宗大
谷派）の誤りかもしれません。
　「吉田」には「センキウ寺」があります。これは善
敬寺でしょう。北国街道はこの寺に突き当たって
左折し、若槻地区にあった新町宿に入ります。こ
の図では「荒町」と表記されています。
　この宿場から分岐するのが「飯山カイ道」です。
この街道は、「コマ沢」（駒沢）、「三才」などを経て、
次の宿場は「神代」（豊野）です。
千曲川
　この図の右端には、千曲川が描かれています。
渡し場には、「渡」の文字があります。「タテガハ
ナ」（立ヶ花）には、現在も立ヶ花橋があります。
「長沼」の南の「渡」は、布野の渡しで、現在は橋が
ありません。

９月号は「下高井郡」の予定です。

美和神社の三輪鳥居

長野信用金庫　すかい
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